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島の農業についで 覚書

野木稔郎

はしがき

九州の西の海には，北から対馬，壱岐，五島等々数多くの島々が散在してい

る。離島振興がし、われてから，かなりの歳月が流れたが(離島振興法の$:ir，

昭和 28年)，これらの島々は農業の面においても，全国でも，もっとも低所得

農家地域となってしも。「農家経済調査報告 I(第 2集，農家経済価値統計，昭

和 38年)は「巧査上の問題もあってj として， (参考)としてかかげているが，

農家所得，都府県平均 1戸あたり，約 581，800円にたいし，対馬，壱岐はそ

れぞれ，同じく， 238，700円，五島は 235，900円としめされている。これは同様

に「離島」としてかかげられている他の島々(伊豆七島，隠岐，熊毛，奄美大

島)のいづれよりもきわめて少ない。また，後述のように，農林省「農業所得統

計J昭和 37.38年によって農家 1戸あたり生産農業所得をみても， r農業所得統

計」にいう僻遠的地域の l戸あたり生産農業所得 174，000円よりも甚しく小さ

い。しかし，生産農業所得としては，もとよれこれらの島々よれかなり小

さい本土の僻遠地域も少なからず見いだすことが出来，また本土の僻遠的地域

より生産農業所得の大きい島もあり(たとえば，佐波，熊毛等)， また島々の

聞にかなりの格差がある。本土の僻遠的地域と区別される島の農業の特色は何

にもとめられるであろうか。そしc.そこにおける島の農業の問題をみること

が，己己での目的であるが，以下は資料不足のため，まさに覚書の域を出ない

ものである。

なお，ここに対象とする島は前記の対馬，壱岐，五島〈その主要な島ば福江

i 島，樺島，奈留島，若松島，中通島)の他に宇久島， 小値賀島，平戸島， 北
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松(北松浦郡)の福島，鷹島，大島，生月島等々であり，また，図・表壱一切省

略し，出来るだけ註によって示ナこととするが，主な資料は，次にかかげる調

査報告(とくに，私の分担部分)によっている。 ① 長崎大学離島総合学術調査

団「五島列島総合学術調査報告書J(1)，昭和34年，② 同「対馬総合学術調査

報告書」昭和37年，③ 長崎県「五島地域総合開発振興計画 現況篇ー」昭和

38年，④ 長崎大学壱岐調査団「害l岐の経済」昭和39年，⑤長崎大学対馬調

査団「対馬の経済と社会」昭和 40年。 なお， 小稿の作成にあたっては長崎大

学経済学部河池貫一教授，同水産学部青塚繁志教授から種々，御教示壱し、ただ

し、fこ。

I 

九州の西，北の島々は，さきにふれたように全国でも最低位少低所得農家地

域となっているが，まず農家とし寸概念から，農家所得を構成する農業所得を

それぞれの土地と労働の律産性についてみると，まず対馬は耕地 1反あたり生

産農業所得(土地生産性)は 11，000円，壱岐，五島はそれぞれ同じく 14，000円

であり，北松の島々もほぼ同様であり，都府県平均 26，000円よりはるかに少な

し とくに対馬は北海道をのぞいて，岩手県北部地帯とともに最低である九

また農業専従者 l人あたり生産農業所得(労働生産性)では都府県平均 126，000

円にたいし対馬は 45，000円，壱岐 71，000円， 五島 66，000円であり，最低グノレ

ープに属するが，なかんづく対馬はここでも全く最低である勾。

いうまでもなく農業所得水準を規制するものとしては地域農家内個々の経営

の生産規模，作目;構成，技術水準等があるが，環境の支配力が優越する小農制

1) 農林省「農業所得統計 昭年-37.38年J，および農林省民崎統計調査事務所「農業所得よりみた
長崎県の農業一昭和 38年」。岩手県北部地帯は耕地1反あたり 11，000円であるが，ついで低いの
が，隠岐の13，000円の順となるがj 島では熊毛 18，000円j 天草 19.000円p 伊豆七島 20，000円大
島〈奄美)22.000円佐渡 24，000円等であるからー盤的な僻遠的地域 17，400円より高い。なお淡
路島 29.00u円，小豆島は 37，000円。

2) 前出， r農業所得統計」。なお 1人あ丈ち生産農業所得でz 対馬についで低いのが岩手県下閏
部地帯 62，000円J 隠岐が 63，000円J 天草64，000円等となる。なお，大島(奄望)が 55，000円で僻遠
的地域一般左同水準R なお熊毛 114.，000円佐渡 117、000円，伊豆七島 120.000円となっている@
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においては， 自然条件が， 経営のあり方に強い作用をおよぼすことになる"。

そして，これらが一連の関係をもって農家所得水準の規定に作用するととに

なるが，以上の事情を島の農業においてみて行くならば，この海域の島々は，

おおむね恵まれない自然条件即ち地勢，土壌，気象(とくに風・潮害)壱前提に

傾斜地率が高しそして一筆あたりの耕地国積は極めて狭少，農道は不備また

水の不足(潅水施設等の不備)等々劣悪な耕地条件がしめされている九 さら

に農機具投資が小さし投下固定資本の構成は動物の比重が大きし刊。 そじて

島々には極端に零細な規模の耕地を耕作する農家が多くの， 農業には従前から

きわめて劣弱な労働力があてられている地医が多いが，これは兼業との関連に

おいてみなければならない。

専業農家の減少，兼業農家の増大そして新規学卒者を先頭とする労働力の農

外流失という傾向は，もとより島におし、ても変りはなしとくにそれは離島振

興法による事業を始めとする各種の事業がすすめられているなかで，いちぢる

し4あらわれてくるの、わゆる高度成長期ともかかわりあうわけであるが)。も

ともとおおむね島においては兼業農家がぎわめて多かったのであるがへ その

3) 平野蕃，低所得農家地域にたいする対策「農業と経済」昭和38年 4月号， 14ベ ジ d

4) この海揖の前記の島はほとんど白熱恒斜置で r以上の耕地面積の割合が50%以上をしめる内

しかし，いうまでもなくこれはj 耕地率との関連でみなければならずj 耕地の傾斜率が比較1的少

ないようにあらわれる対馬のように大部分は山林で耕地率 3%とL、う場合もある。しかし，とれ

らの農業が営まれている島ではとくに上五島等では極端な急傾斜の段々畑の関景をみることが出

来る。また 草あたりの面積では，豆島，壱畦対馬をとヮてみ之}と平均としては同はそれぞれ

7宙ι5畝. 6畝，畑は 9畝 6畝.4畝となっているが!上五島などでは一筆が何歩とし、う畑

をみることも静らしくないし，また下五島(福江島)で筆a ー町，あるいは二町という畑も少

くない。耕地の分散度合については，壱岐は 1戸あたり団地数 8.2，五島』対馬以4.4，耕作部落か
らの距離別の畑面積は五島では300~500mがもコとも多<， 18.8% 壱岐J 封馬でほlOO~300m

が 多しそれそれ 30，3， 31.6 %壱しめているが， また， 2，OOOm以」三が それぞれ. 9，7. 9，5. 
153%となヮている。以上!長崎県総合農林セソタ 「長崎県農業の地域分析」昭和37年，農林

省「長崎農林水産統計年報j昭和38年度;および前掲j 離島調査報告書のノl帰参照。

5) 農機具投資はj 都府平均で 108，400円にたいし，離島〔対馬，壱皮?五島平均)では 72.700円，

動物は都府県 64，600円にたいし離島 92，500円。農家物財統計「農家経済調査報告J38年度 お

よび前出「長崎県林水産統計年報J38年u

6) 福江島をのぞいてj 主島地域(上主島)は 5.x未満農家が88%をしめる(平均2，6反)。対馬が5
反以下閉が47.2%で1 これにたいし由岐，字久島p 福江島等は零細農家も各いが 平均では ほ

沼本土平均に近し、耕地面積となるσ

7) 兼業品家がきわだって多いの治対馬97%，上五島999もで.内わけは自営あるいはやとわれの形

での時業が多く，対馬では林業も多L、。これにたいし.壱庄や，下五島，宇久等では島としては比較

的士業平が高し、。しかし最近では一般に人失 日やといが多〈なペてし唱。前掲「調査報告書」。
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内容にはやや特徴がある。島はその産業構成によって大まかに二つに分けるこ

とが出来ょうへ即ち農業のしめる比重が高しそして漁業あるいは林業のしめ

る比重が小さい，農業を主とする島と，漁業もし〈は林業のしめる比重が大き

しそれがもっとも主要な産業となっている島とにである。前者は本土地域の

農家にくらべても，経主主耕地面積も大きい農家が多く，主業農家率も高く，ま

た農産物の販売も多い，たとえば，この海域では壱岐，下五島(福江島)，宇久

島等がこれにあたるとみられよう。これにたいし極度に劣悪な耕地条件のもと

に耕作に従事し，耕地面積も極端に零細で生計はもヮばら漁業によッて支えι
れているような漁業を主とする島，ここでは上五島町中通島，奈留島等であら

うし，また対馬で泣漁業の他に林業にも犬きく依存している上うにみえ高。ま

た島には農業を主とする地区と漁業を主とする地区とに分けられる場合も多川

ょうであるが，しかし町村単位でとれば，漁家が農家を超える地域は殆んどな

いペ とみられるし， また対馬では漁業は農家の兼業が多く，農・漁業そして

林業とが未分化とさえ指摘附されているc

島の農業においては，とくに漁業を主とする島あるいは地区においては，基

幹労働力は殆んど漁業に従事し，従来から零細な耕地(主に畑地)は殆んど婦

人あるいは老人の手にゆだねられ，伝統的な技術によって，農業がし、となまれ

る傾向があり，その技術もきわめて低位であった。農業を主とする島，地区に

おける，かなりの耕地面積を耕作する農家においても，兼業として漁業に従事

する場合，多少とも以上のような傾向がみられ，おおむね集約的な経営は行わ

れず， 労働粗放的な作目がえらばれることになる。 農外所得をもとめるにし

ても，島においては在宅通勤の可能な近代的な事業所はきわめてかぎられてお

り町， やとわれ兼業は土木工事等の人夫，日やといあるいは漁業もしくは林業

8) もちろん;島には長崎港外の高島，端島のような右炭島 瀬戸内海の因島のような造船所の島
もあるが;これはむしろ例タ的であり除外している。農業をとりあげるのにj ここではもっぱらj

一次産業の島を対象としている。しかし，島はほとんど，一次産業としての漁業農業が主要産業
で』島の人々 は多くこれに従事し，三次産業あるし、は二次産業が附随しているのが通常であろう。

9) 河地貫一1 島の後進性と壱岐島の開発，前出「壱肢の経済J4ベ ジ。
10) 河地貫一，離島の後進性と日本資本主義. r怪古と経済」第86号， 1961年@
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等へのやとわれであり，自営的な兼業への依存が多くなることほし、うまでもな

し、であろう。

また農業所得の格差を生ぜしめる つの理由と考えられる作目構成について

は，後にもふれるが，いわゆる成長作物の導入は，いまだきわめて少なしこ

れに対し大きいのは生産額では主穀作物としての米・麦・甘しょ，とくに甘F し

ょ・麦等であり，また生産額として煙草等の大きい島もある(壱岐，宇久，小

値賀，下五島なelo作付正してはそ菜類も大きし また果樹とくにみかんの

植栽も仲びつつあるが，いまだ未成園が多く，販売される農産物としては前記

の甘しょ・米・麦であり工芸作物としての葉たばこ等が主なものである。畜産

物としては辛口牛. (役)内用牛とくに仔牛であり後述のように鶏卵・豚等も伸び

てきている。しかも米または畑作物の甘しょ・麦類等の比重が大きしおおむ

ね労働粗放的な作目に偏し，便宜上，労働報酬をとってみても，収益性の低い

貧農作物が多くとり入れられている。そこできわめて零細な生産規模，極度に

低い技術水準，そして収量の少ない")離島の農家の農産物の商品化はきわめて

少なし自給農家がきわめて多く問， おおむね，これらの島の農業は自給的農

業というにふさわしいものであり，そしてそこには共同体的規制が存続される

基盤があれさらに漁業社会的な規制もからまりあうこともあれまた前期的

11) この海域の島には，福江市あるいは厳リ原町をいうような島の行政的1 商業的な中心となる小
都心部をもっ場合もちり z 対馬の東邦亜鉛等もあるが!町，村役場等の{也!雇用先けかぎられて

おり j ましてj 海をわたっての通勤等は，平戸市の町部生どのように本土にきわめて近長Lた島

でなければ拍んど不可能でるる。

12) 主要作物の反収をひろってみると，水稲は全国平均 397キロにい G. これらの島でもっとも

高い壱岐で 346キ官，宇久 331キ".北棋の大島 327キロ，平戸 311キロ，福島 298キロ.生月鷹

島いづれも 296キロ j 五島は平均 317キロ j そして対馬は 265キロに過ぎなU、。麦類は最近z 長

雨等の被害が大きいので除外するが』後述のように地域のもっとも代表的な作物である甘し之は，

全国 2，113キロにたいし，下五島(福江島)2.255キロでありかなり高いが，上五島1.728キロ，壱
岐1，414キロ，北桔の島平声字久I 大島，生月平均で1.670キロ鷹島1，631キロ福島1，540
キロにたいしj 対馬は 1.013キロに過ぎなし、。なお労働報酬の調査例について，水稲は壱岐につ

いてのみであるが，士国平均1，554円(8時間あたり〉にたいし，わづか 619円であり，甘しょは

全国平均 942円(同)にたいし! もっとも多い福江市の調査例で1.324円である。前出. r長崎

農林水産統計年報」およひ「農業年次報告」いづれも昭和38年度による。

13) 1960年セシサスではあるが，対島では全〈農産物を販完しない農家が52.6%. 5万円以下版売

38%， (計 90_69る).上豆島は阪売なしの農家が 49.4%，5万円以下販売4.6.99九(計96.3%)であ

るのにたいし， ミ農業壱主とする島、福江島(下宜島)では10万円以上阪売の農家28%，壱岐で

は32%.宇夕、島で仕約20%である。
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商人の流通過程に介入する余地ものこされれ，島の農家は{島、生活水準z川こ甘

んじつつ，低家所得農家地域を形成するととになる。

E 

乙れらの海域の島々の農業の生産性がきわめて低いそしてi!1所得農家地域

にとどまらざるを得なかった事情については，いうまでもなじまずーっには

資本主義経済体制のもとにおける小農として，生産力の発展，所得の平準化が

制約されている事情にもとめられなければならないであろう。さらに農業にお

けるもっとも基本的な生産手段である士地そのものの特異性問， 自然的条件，

位置的条件，また離島における社会経済的条件にもその理由がもとめられなけ

ればならないであろう。これらは前にみたように，気温等には一応めぐまれて

いるとはいえ，風・潮害，および水の不足，傾斜の多い，急般な地勢，やせた

土壌(とくに対馬〕等，必ずしも自然的条件にはめぐまれているとはし、えず，

島々がおおむねめぐまれない自然条件のもとに，劣悪な耕地条件のもとに，本

土の市場から遠くはなれた僻遠の地に位置することにあるであろう。極端な低

所得農家地域とは，これらの島々のようにきわめて多数の，極端な零細下層農

家がひしめきあってい高地域を指すのであろうが，しかし，極端な低所得農家

地域というだけではもちろん，島の農業と特色づけるものではないし，また位

置の条件，市場からの距離が遠いというだけでも離島の農業を特色づけるもの

ではない。 '~pち，さきにもふれたように本土地域の僻遠的地域においても，こ

れらの島々よりも農家所得(また農業所得)の小さい地帯もあり，また離島に

おいても，たとえば伊豆七島・熊毛地帯・佐渡のように農家所得が本土の僻遠

14) 都府県平均農家 l人あたり.94.900円の生活泊費にたいし，離島(壱岐a 対島y 五島平均)では
41.500円でJ 半分に本みたないの前出「長崎豊沫水産統計年報」および「農家経済調査」いづれ
も昭和38年度による。

15) い弓玄でもな〈土地は最業におけるもっとも甚本的な生産手段であり j 独占しうる自然力と
して自然的に制限吉れ固定されたものであり，また一定の技術段階を前提とするかぎり，収穫漸
減の快則の三吉商務うけるn したがって或揮度の広がりをもっ地域において農業生産がおこなわれ
ると j 土地には当然自然的条件，位置の条件の差異があらわれてくる。田代隆，地域農業の経済
的格差九州長業障揖学会「操業経情論集J第14巻 とくに1-2ヘジ。
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的地域よりも高い鳥をみることが出来zからである。

また，島々の農家をとりまく社会経済的条件として，ここではまず，兼業従

事の条件についてとくに漁業との関係が深いこと即ち，漁業兼業がきわめて多

いことをあげることが出来る。漁業への依存は自営と，傭われのかたちである

が，この兼業を農業の担uからみて行くならば，さきにふれたように農業には劣

弱な労働力が割当てられ，きわめて生産性が低したんなる副業のようにみえ

る農業でも，その零細な耕作(主に畑地)はただ単なる副業とはし功、がたい重

要な意義壱もってし、るように思われる。いうまでもなく，不安定な漁業収入に

たいし，家族生活の確保の最後の安全弁，最{昌の基礎としての意義をもつもの

と思われ，その耕地は，都市近郊等における傭われ兼業農家の保有する耕地よ

りも日々，切実な意義をもっているように思われる。このような事情はやとわ

れ兼業としての漁業依存であろうと，島としては一定の耕地面積，経営規模壱

もつ農家の自営，小牛産者的漁業であろうともいいうることであろう。即ち，

非常に苛酷な労働であろうとも 1日あたりからすれば，漁業労働の賃金は島

としては必ずしも少ないものではなしまた漁坊との関連もあるが，いまだ豊

度の高い漁場資源に近接する島の漁業壱成立させつつ農業を生活確保の最低の

基礎として， 島の農家を低所得農家地域のなかに滞留せしめることになる町。

しかし，これも，本土地域にこのような農家群をみい出すことが出来ないわけ

ではないので，必ずしも島の農業の特色をしめすものではないであろう。

なお，島に部落的規制，共同体的規制がし、まだかなり強<，残されていると

いう事情町も離島の農業の特質をしめすものではないであろう。即ち，土地と

いう生産手段に立脚する小農経営，自給的農業に，共同体的規制は多少ともつ

きまとうと考えられるからであり，また部落的規制は，なお今日的意義をもって

16) 志吋賢男，漁家経慌の現状と問題点，前掲「対馬総合学情調査報告書J165-168へージ審開。
また!前出j 対馬z 壱岐!豆島の各調査報告書におげる育瞳教援の「漁業J.河地教授の「人口」
の項参照。

17) たとえば， 崩壊しつつはあるが， 本戸制度の名残りをとどめさせるような対馬の村帯社会，
また J かつてミ赤尾憲法ミ (部落の規制が法律に僅先する〉といわれた時期ほどではないにして
もj 上五島の島々 などにはし、まだかなり強し部落的規刻をのとしている地区がある。
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存続しているとも考られるからである問。 また島の土地価格の相対的な安さ問

についても同様である o ~r ち，これも僻遠的地域には多少ともその傾向はあら

われるからである。また，さきにもふれたが自給的な，零細小農経営につきま

とう前期的商人にしても同様なことがし、えるであろう。

以上のようであるとするならば， しいて島の農業を特色づけるものがあると

したら，それは位置の条件，交通地位の条件のなかに求められなければならな

いであろうが，それもただ単に市場から遠いというだけでなく要するに海によ

ってへだてられ，交通，輸送は海をこえておこなわれなければならないという

条件にもとめられなければならないであろう。

E 

いうまでもなく，現代の農業はすべて資本主義経済の舞台の上でいとなまれ

ている叩であり，農業は農産物市場，農村購買市場，農村金融市場，農村労働

市場として資本主義経済とかかわりあいをもっ亡し、るのであるが20〉， 農家経済

の商品化，農業の商業化の進展がおこなわれていることは島の農業においても

変りはない。却ち，島によって種々の差異はあるが，新規学卒者を始めとする

労働力の農外流失がいちぢるしくなっていること，とくに人夫，日やとい等の

かたちで兼業化が，より急速に進展しつつあ呂こと，また農協の貯貸率の低下

もあらわれてきており，島からの資金の流失は大雪くなり，近年まで，きわめ

て少なかった生産資材，日用生活物資の購買も，生産物の販売も最近大きくな

18) 対馬の本戸制度の名残りは， いまどj かなりの農家の長男を帯留させ(前出，岡地教授の指
摘)，耕地j 山林(山林はほぼ1農家平均 10町事の農民的所有形態)の権益を擁護させる傾向が
あり，自結的燥業のからにとじともり，明らかに地代ぐるみの生活をおこなわせているようにも
思われるが，また，部落組織は今日「行政の末端組織』としての室主主をになわされているという
指摘もある。守田忘却，稲作地帯農協の後進性，近藤底男嗣「農業構造の変化と農協J15~ ジ。

19) この地域の島の耕地の価格は中田で，全国平均の6劃弱，中畑で4割である。 しかしもちろん
土地の条件に相応して価摘が安〈なっているとは思われなし、。企画平均に比較して，畑の方がよ
り安〈なっている。また下回，下畑の方が，全匡平均の土地価格にたいして，低落牢がより大き
い。小楠離島農業の問闇，長崎県農業会議「良政ながさき」昭和39年目春苧号， 39ページ。

2の 美士路遺夫，農業をめぐる市場関係と農協商人資本，大害者三綱「現代日本農業経済論」
283ベージ。
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ってきているし町，後にみるように， いわゆる成長作物かわづかながらとり入

れられつつある O

今日の日本農業が生産物の販売，生活・生産資材の購買に際しては，価格は

「市場」において決定され， あたえられた価格であるにすぎず， 非農業企業

(資本)にたいして，より完全競争的体制にある農業はあたえられた価格にい

かに有利に対応しうるかが残されでいるにすぎない問。 みてきた島の農業が布

場に対して劣悪な条件のもとにあることはいうまでもない。ここでは農産物市

場の問題壱，その価格を一応別として，本土にたし、する島の生産物の島外出荷，

販売を中心に Tの荷扱いの問題をめくって島の農業をみていくことにしたい。

さきにみたように島々における，いまだ主流壱なし亡し、る農産物，畜産物お

よび林産物としては米，麦，甘しょ，またはなたね，大豆，および菓たばこ，

畜産物としての和牛，仔牛であり，なお1 そ菜類の作付もかなり大きし林産

物としては木炭，杭木， ハノレプ材(とくに対馬)であるが，これに近年， ここ

でもみかんの植裁がすすめられ，畜産物としては肉豚，鶏卵が伸び，また和牛

もごくー郊ではあるが，生産から育成，肥育への移行もあらわれてきている。

さらに林産物として最近，しいたけの生産が急激にのびてきている。以上のう

ち主要な生産物をとって島における出荷，流通上の問題，荷あっかいの問題を

みて行くことにする。

周知のように農産物の使用価値上の特性として生鮮性，季節性，腐敗性およ

び重量性，増嵩性等があれまた規格の不統一怯がある。これらは何はともあ

れ，島の農産物の販売を，とくに海上輸送によらねばならない島外出荷にとっ

て，さしあたり重要な出荷上の阻害条件となっている。

しかし米は食管法による統制のもとにあわきわめてわづかな出荷，政府売

21) 最近まで上宜島地区においては甘しょも無肥料の農家主あ η たし ぞ菜類の生産をしぞも
ミミ売るのが聡づかしいミというような段階からすればj 今日の商品化は隔世の感がするロ最近，

肥料の控入も増加し 農業を主とする島では 犬農機具の噂入も増加し!食作物の取量もふえで

きている。前掲各離島詞査報告書の小稿および，茂木六郎氏の「商業J.河本博介氏の「金融」
の項参照。

22) 硲正夫「日本農業の経済構造J81へージ。
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渡しでも，農協の手数料に若干の差異があるということ等を除けI!:，少くとも

島の生産者にとっては本土地域における出荷と同様であり出荷上の不利な条件

は殆んど解消されているといってし刊、であろう。麦類についても，形式的には

間接統制Iであるが，販売額の殆んどが政府買いあげとなり，実質的には直接統

制のもとにあるのと殆んど変りはなしこれも不利な条件は解消されてし、る。

このような事情は若干作付されている大豆，なたねにとっても大豆なたね暫定

措置法により，農協号通じて出荷されるかぎり，その価格を一川，別とすれば，

出荷上の不利は緩和されている。葉たば乙は煙草専売法の規制をうけており，

ふれるまでもないであろう町。

ところで生産性が低し多くの生産費を要するとはいえ，もっとも政策的支

持があっく，収量についても安定している米の牛産が，販売するにせよ，また

自給のためにも，島の農家にとって，もっとも好ましいものであることはいう

までもないが，水が乏しい島はおおむね畑作地帯にとどまらざるを得なかった

のであるが汽 この地域における島の畑作物のもっとも代表的なもの，特色を

あらわすものは甘しょとくにその加工品としての切干し甘しょであろう。米の

できない島の農家にとって少くとも戦前までは甘しょ，麦が主食であったとい

いうるであろう。とくに甘しょは周知のように災害につよし米にたいして人

口を養う力が大きし生あるいは切干しに加工され，保存食として島の人々の
ノ

常食(かんころ飯)となり，島の人々の生命を支えてきた。しかし今日では麦

の主食への混入はいまだかなり多いが，甘しょの主食としての自家消費は始ん

どみられなくなっている。甘しょは若干の経営，家計仕向けをのぞいて，とく

にその生産量の大きい下五島，宇久島では7~8害l が商品化されているが，その

23) 政府売直しの場合，生産者価格は園定され，運賃についての問闘はなし いうまでもなく，
米は保存可能の状態となっており，食糧検査をうけることになり，格付吋，規格化されているわ
けであり，また，なたね等は基準価楕との差植が生産者団体等を通じて交付される。業たばこは，
いうまでもなし全くの買手独占であり，価格は規制され，もちろん輸送上の問題はない。

24) 水回率が50%以土の島は平p，生月j 福島ついで壱岐，躍晶が 3U%をこえるが，おおむね 2U%

前後の島が多い。水町串の高い島はおおむね甘しょの生産が少なし甘しょの生産が多いのは，
豆島，宇久j 小値賀等であるロなお，林野半が泊いのが対馬 (H9%)，つL、で上主島が高いが，い
づれもいまだ天然雑木林が多く，山材吋背有面積は，と〈に対馬でほ， 2......，10町層がほぼ半数をし
め，ニョとくにきわだった大山林昨有者も少ないが，前述のように耕地率そのものが 3%である。



局の農業について一一一覚書 (67) 67 

大部分は切干しとして販売されている。民近，労働力不足により切干しへの加

工は各地で減少してきてはし、るが， しかしとくに甘しょの生産が多い島では澱

粉原料としてより切干しとして出荷される u

もともと零細で設備の後進性の強いのが農村工業としての澱粉工場の性格で

あるが，島の工場もその例1:-もれず，また離島では動力，また水の確保1，困難

があれまた最近にいたるまで，余剰家族労働力の燃焼のための切干し加工が

澱粉工場の設立壱制約し，工場数も少なし甘しょは多く保存可能で輸送に便

利な切干しとして出荷されてきており，これらの島々の切干しは全国生産量の

およそ 6割をしめ，その大部分は五島で生産される。即ち自給的な作物として

の甘しょが工業原料としての需要をみいだし，商品作物となったものであれ

この海域の島々の農産物壱代表する商記作物となったのである。

切干U甘しょは今日，その大部分が農協系統経由で出荷されるようになって

いるが，これについては，まず切干し甘しょは農産物価格安定法の対象品目と

して政策的支持，価格支持をうけ，また切干しに加工され，食糧検査をうける

ことによれ前述の農産物の使用価値上の特性があるていど克服され，また切

干しは島々の港，浜から直接，全国各地の工場(主に泊精工場)に出荷されて

行くが，おおむね島のいづれの地域においても，機帆船に満船しうる積街の集

荷はほぼ可能であり，系統による運賃共同日|算，和運賃の安さに支えられて運

賃が節約され，島の農家の出荷にとっても本土地域の農家にたいする出荷上の

不利な条件はほぼ解消されており，島々からの出荷にワいても決して不利な農

家手取りをもたらしてはし、なし、向。

しかし，生甘しょでの本土地域(山口，長崎，熊本県等〉の澱粉工場あるい

は酒精工場への出荷はその使用価値上の特性から減耗も犬きし鮮度の低下，

主だ運賃が大雪〈なるということもありうる。しかし，切干し甘しょ，澱粉を

25) 政策的支持については! 農協系杭より切干し会購入した工場は安価な輸入酒梢原料を購ス量

に応じて割当てられることである。なお切干し甘しょの農家手どりについては，小稿j 離島農業

第と「同品化」の問題字久島ω事例を中心として経営と経済J102号. 24ベ】ジをみら

れたいが，本土地域~り農家手どりは大きくなっている。
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通じて，間接的にともか〈も価格支持をうけ，一地区での犬量の集荷が可能な

生甘しょについては，まだしも，政策的支持がおこなわれていないか，または，

きわめて不充分な青果物，畜産物等についての島外出荷にさいしての支障の問

題は大吉い。即ち，とれらはほぼ成長部門に属する些産物であり，その生産も，

島においてはい主だ少なしそして生産単位もおおむね零細であり，政策的支

持を強くうける農産物とはことなり，殆んど自由競争的立場にある商品といえ

るからである。

N 

この海域の島々においては，そ菜類，果実等の青果物の本土地域への出荷は，

きわめて稀な事例であり，そしてその作目も限られたものである。むしろ自然

条件では，技術的にも生産可能なそ菜，青果物が本土の市場から移入されてい

る事例(五島，対馬等でも)をみることが出来る。いうまでもなしそ菜類は

前述の農産物の使用価値上の特性が充分に作用し，本土市場からの呼びかけに

応じて，一時，展開したそ莱生産が，そ菜価格の変動にさらされて，い縮して

いった事例もみることが出来る(壱岐等九わづかに宇久島，小値賀島等から佐

世保市場むけに西瓜，玉ねぎ，抑制トマトあるいは青果用のばれいしょ等が移

出されている。

自然条件(気温・士展)にめぐまれていたとはし、え，このような島から本土

出荷がおこなわれてきたのは，まず早くから，部落等の組織壱基礎とするとし

ても，なんらかの共販体制が確立され(現在は農協による出荷)，そして個別農

家としては零細な作付面積ではあるが，島として一定規模の作付面積をもっ産

地であり，また西瓜等は一定の銘柄をもって存続してきたことであろう。これ

は一定の生産規模を確保し，共販組織を中心として島外出荷の不利な条件に耐

え，そ菜類の本土出荷をおこなってきた，この海域の離島としては稀有の事例

であるが，これらのそ菜類の出荷は，また，比較的近接した本土市場にたいす

る出荷であれ定期船により搬出されるトマト等をのぞいて，玉ねぎ・西j且等
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は短期間ではあるがある程度，保存可能で輸送にも耐えうるそ菜類である。ま

たこのことはこれらの島のみでなく，五島その他から農協を通じて出荷される

ばれいしょ等についてもいえる。しかし，いづれにせよ，農産物の使用価値上

の特性から零細な生産単位のこれらの農産物の島外出荷に際しては不利な条件

が加重されることはさけられず，ぞの意味からも作目・作付の限定がおとなわ

れざるを得ない事情もあるの

なおまた，この海域の島々においても果実・みかん植栽の意欲は犬きし自

然条件のゆるすかぎり作付されようとしているが，未成闘が多く，いまだ島内

需要にも足わないような状況であるが，集団化Lた樹園地も造成され(とくに

壱岐は全島 4ケ町村がみかんを基幹作目とする構造改善事業実施). 生産面，

流通面の合理化が王産地形成のかたちで進められようとしているが，みかんの

現在の価格では，生産者手どちをひき下げる運賃の比重はそれほど大きくはな

し、。

そ菜類と同じように，畜産物の島外出荷についても本土地域にたいする不利

な条件は多い。肉豚にしても畜産物価格安定法にもとづく畜産振興事業団によ

る操作も不充分といわねばならないし，また畜産物はその取扱を困難にする農

産物の使用価値上の特性を充分にそなえており，そして畜産物は資本との対置

とともに周知のように非合理的な流通機構のなかにくみこまれアていることが多

し、からである。

まず，近接した本土1=大きな市場をもち，輸送が容易な島以外，生乳の島外

H1荷l土雪わめて困難であるの島には隈られた島内の牛乳需要を対象に，わづか

な乳牛が飼養されている程度であり，むしろ，牛乳は本土地域から移入をあお

いでいる事例をみることが出来る冊。

また乳牛の飼養と競合するといわれる和牛の飼養については，もともと，こ

の海域の島々は五島牛，小値賀牛，平戸牛，壱州牛などと呼ばれる和牛，仔牛

26) 対馬j壱岐等で木土から移入する場合，とくに対島等ではかなり鮮度の低下した牛乳となるし，
また欠抗の場合はもちろん，牛~もの帯入はと行える。いうまでもなく島では余乳が出来てもその
処理は困難である。
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の特産地であるが，その飼養形態はおおむね， 1~2 頭の飼いの孤立した零細な

副業的飼養形態であれその自然条件，耕地条件(とくに土壌，傾斜，分散度

合)により，最近，主主少しつつはあるが，その使役回数は本土地域に比較すれば，

し、まだかなり多<，役畜あるいは糞畜としての役割壱もたせ，耕種部門に従属

したかたちで，粗放な管理のも Eに仔午生産がおこなわれ，販売されて現金収

入がはかられてきたが(辺境地域における商品化態応の形態)ベ和牛とくに仔

牛は，この地域では，ほぼ地域毎に農協を会員として構成されている畜産販売

農業協同組合連合会(畜連)の開設する市によって売買され，搬出されるが，

しかし，これはたんに，いわば取引の場をめたえるにすぎないものであれま

た売買参加者の殆んどは家畜商であり，農協，農家による購入はきわめて少な

しここでも市は家畜商によって支配されている。そして条令によって登市を

強制されない成牛については，その殆んどが庭先での取引となっている明。

和牛， (役)肉用牛の島外出荷は，運賃その他に不利な条件があることはもと

よりであるが，他に島々の市には仔牛の入場頭数も来場1る商人数も少なく適

正なせりが行われがたし、場合，また近年漸次少なくなってきてはし、るが仔牛の

庭先での取引もいまだ残されている(対馬など)等もあり，とくに離島として

の家畜市場機構にまつわる特色としては，およそ来場する商人が固定化しやす

いのがこの種の市の特色とはし、え， 島では， より一層， 来場する商人の固定

化を招きやすい事情がある tとである。家畜商は購入する仔牛について，ほぽ

きまった一定の販売系路壱もっているのが通常であるが，僻遠の離島の市場に

来場するには，多くの旅費を要し，そしてまた辛口牛の搬出に運賃の高い定期船

壬利用せず，機帆船で輸送する場合，畜連で機帆船をあっせんする地域もある

が，陸あげ地に近接する地域でさばくのでないかぎり，やはり機帆船に積載す

る一定規模の頭数を購入するか，あるいは家畜商同志の積み合せが必要となる

27) 憤役目散は島々により j 種々」となるが農林統計調査事讃町9fの調査事例によれば壱肢では l
頭あたり， 35.8日，反当り田31時間z 畑20時間z 粗放な管理比とくに飼料給与の方法にみられ

るが，また肉牛への貰質国良の恵欲もおおむね乏しし 1地域が多い。

28) 小値賀，宇久は地域の畜連に加入せず 2農協でせり開設。成牛については前出，各報告書事照。
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であろう。即ちより一層の固定1~を引起しがちな事情であ芯が，いうまでもな

く来場する家畜商の固定化は往々にして伝いせり価格を成立させ，周知のよう

に極端に低し、仔牛生産の農家手どりをひき下げ，また市で一定規模の頭数を購

入しえなかった商人による市場外での仔牛あるいは成牛の取引壱行わしめるこ

とにもなりかねな， "へなお島には独自で争くの頭数の和牛を本土地域へ搬出

する産地家畜商は極めて稀であり，市は島外の「有力な」少数の家畜商によっ

て支配され，孤立分散した飼養農家は市場から遮断され，分断されて，その支

配壱うけることになる。これにたいして農協(総合農協)は容易に家畜商の支

配に対抗出来ず，わっかに老廃肥育の肉牛等を技肉出荷した事例を散見するて

いどにすぎなも伊〉。

肉豚の本土出荷は農協によるにせ占，商人によるにせよ，おおむね機帆船に

よって搬出されるが，技肉販売の際でも，飼養頭数の少ない島では，少くとも

本土までは生件で輸送しなければならず，その問の運賃，めベり，また事故率

も高く，最近，やや多頭化したとはいえ，いぜんとして零細飼養が多く島内集

荷費も大きい。即ち大規模な専莱的な養豚がきわめて少なく副業的な 1~2 頭

飼いの零細飼養が多い場合，機帆船に積載する一定規模の頭数を集荷「るには

地区をまわって積み合わせを行わねばならぬことが多く，積みおろし等の人件

費，また運送保険料を要し，冷蔵繋縮にかかりやすい等，本土の都市近郊にお

ける出荷にくら 4 て不利な条件は多い問。 なおまた，島においても，とくに多

頭飼養の場合，購λ飼料に依存す 5ことが多しまた仔豚を島外から移入する

とすれば運賃その他の不利な条件が加重され，少ない義献の労働報酬をひき下

Eずるものとなる。

29) 市場外取引をみこしての本人買j 評価もあ市の買売成立串の低下)，また晶によヮてz 売
買成立率が高い理由として J ごと市でなんとしてでも売らなければ売るところがなし、からミと」、う
場合もある。

30) 前出，離島の各調査報告書j とくに「壱岐」の出荷事例等をみられたい。わっかながら a 枝肉

車引の方が有利になっ口、る。
'1) 内豚出荷経費の本土地域との比較は-，例であるが前出a 小稿，五島における農，畜産物の生
産をめくる流通より問題， r五島地域総合開発揮興計画一現況篇 J 200 ミージ; あるし、は小稿，
離島の農業と構造改善事業，前出「壱岐の経済J264ベージ。
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鶏卵は周知のようにその流通過程が畜産物としてはかなり合理化されてし 1 る

ものであるが，島においては今日では，自給的といった方がふさわしいような

小羽数飼養が多し卵はおおむね定期船によフて出荷されるが，農協で取扱う

にせよ，せいぜい 2~3 日に 1 度程度の集卵，出荷となれ鮮度は低下し，と

くに夏場は腐卵，破卵壱ttじ安し市場でも低い評価を『けるこ正にな句かね

ず，運賃その他，本土地域にたいして不利な条件は多い。購入飼料，ひな等を

島外から移入する場合は肉豚の場合と同様であれまた島によっては廃鶏の処

理に困難な場合もあれもとより廃鶏の本土搬出はめベ h 運賃等，養鶏の採

算を低下せしめる。

今日，斜陽化はしたが，対馬の木炭が労働過程がぎっしぶどまりの悪い，

しかも黒炭とあまり価格差のない半白炭が大部分をしめていることは(立木価

格の安さを前提とするがJ， 工業炭としての需要をみいだしたということと同

時に，機帆船積載の都合上，一定量の出荷量を集めるのに，廻転の早い白炭釜

の方が有利であったという輸送上の事情，また;もとより自給的な，小生産者

にたいする前期的な商人の支配は島にかぎったことではないが，木炭搬出の機

帆船のかえり荷(生活・生産資材)の前渡しによる商人の製炭者の支配を始めと

する，対馬農民の流通過程支配があったことも考慮されていいであろうa九

農業構造改善事業には乗り出そうとしない対馬も全町村が林業構造改善事業

実施。j意欲をしめし1おれそこでは造林とともに，とりあげられるのが，し

いたけ生産である。しし、たけは現在，農協経由よりも商人への個人出荷が多し

阪神地区の商人へ直接，郵便小包で送られ取引される場合も多いへ現在のし

いたけの価格からすれば，その運賃はきわめてわずかであり，その取引価格を

引とすれば，小包輸送でも成立ちうるのである。そして，木材にしても，船運

賃はト弓クグ，貨車輸送の運賃にたいして割安であり，林地が集団化され tこ

Eえば，島内のー伐採現場で機帆船一隻分の木材の集荷が容易に可能であり，

32) 小稿，木炭の生産，流通機構と農協. r経済論叢」昭和37年11月号.52ベーシ。

33) 小稿，対島の農林業の問題，前出「対馬の経軒と社会J147-148ベ ジ ロ
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生産手段，とくに林道が整備され，さらに陸あげ地の小運送の費用に多くを要

しないようであれば，むしろ安い運賃を実現ずることさえ可能となる場合もあ

り，島であることは木材の島外山荷にとって大きな支障にならない場合も考え

られるのである。

むすび

以上，みてきた島はし、づれも僻遠の地にあり生活・生産資材の殆ん e"，島外

からの移入にあおがねばならず，また島の生産物は島外，本土に市場を求めね

ばならないことを前提とする一次産業の島々であり，そして極端な低所得農家

地域となっている。島の農業の特色を打出すもっとも重要な条件は，島の農業

が商品経済に深くひきとまれつつあるなかでの市場条件であり，とくに出荷のl

際の荷扱い，海上輸送の問題が作目号制約し農業生産の発展を規制しているか

のようにみえる。米，麦，切干し甘しょあるいは葉たばこ等は本土地域にたい

しての不利な出荷上の障碍はほぼ解消されしかも一定量の集荷が可能であるよ

うに生産が行われている o 島の農業はこれら政策的支持の対象になっている作

物にかたよっている。しかし，その生産性は低い。そのなかでも壱岐が比較的P

1戸あたり農業所得がたかいのは，いうまでもなく，何はともあれ米の生産が

大きいことであり，、切示し甘しょの生産地にしても，たとえば福江島の富江地

区，三井楽地区のように，反当収量が高〈経営面積が大き付れ11'，本土地域に

それほど劣らない。葉たばこの生産が大きい場合でも農業所得はたかいことに

なる。政策的支持の対象になっていなし、作目にせよ，島の安い土地価格また自

然条件を前提に，運賃等を始めとする搬出の阻害要因がそれほど大きな比重を

もたず他の作目を導入するより高い労働報酬をもたらす場合，また出荷に際し

て輸送上の阻害要因(たとえば運賃)が殆んど問顕とするにあたいしない場合，

政策的支持の外にある作目も充分に導入される余地はある。極端には，導入さ

れる作目がきわめて高価で農産物取扱上の不利な条件をつぐなってあまりある

としたら航空輸送すら成立ちうることになる。
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しかし農産物の使用価値上の特性を前提に，価格が船舶輸送にみあう程度で

あれば，船腹を容易にみたしうるか，施設にみあうだけの出荷量が容易に，か

つ常に，集荷可能なー定規模の生産が必要になる。(その場合一定規模の島面積

が必要になる場合がある。〉したがって流通過程はもとより，生産面の合理化を

はかる主産地形成の方向が島ではより必要とされるわけであるのしかし，現況

においては農産物の使用価値上の特性壱克服出来ない生産単位の零細性そして

その孤立性が何よりも市場条件の整備にとって問題である。


